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1989年から1998年

平成元年 ～ 平成10年
鹿屋市の市制施行 50 周年記念事業の一つとして、国鉄鹿
屋駅跡に建設を進めてきた市役所の新庁舎が１年５か月
の工事の末、平成３年３月に完成しました。

「国道220号鹿屋バイパス」の第１期工事の完成に伴い開通式が行われ「国道220号鹿屋バイパス」の第１期工事の完成に伴い開通式が行われ
ました。これにより、笠之原町から郷之原町までの区間が開通となり、ました。これにより、笠之原町から郷之原町までの区間が開通となり、
市街地の混雑が改善されました。市街地の混雑が改善されました。

昭和 64 年 1 月 7 日、昭和天皇が崩御され、翌 1 月８日
から元号が「平成」と改元されました。市内各地で半旗
が揚げられる中、厳かに「平成」が始まりました。

平成元年
1989年

平成２年

1990年

「平成」が始まる「平成」が始まる
「国道220号鹿屋バイパス」「国道220号鹿屋バイパス」
一部供用開始一部供用開始（笠之原～郷之原）（笠之原～郷之原）

「
鹿
屋
市
役
所
」が

「
鹿
屋
市
役
所
」が

国
鉄
鹿
屋
駅
跡
に
移
転

国
鉄
鹿
屋
駅
跡
に
移
転

◀1989 国
内
外
で
の
主
な
出
来
事

平
成
元
年

昭
和
天
皇
が
崩
御
、皇
太
子
明
仁
親

王
殿
下
が
第
1
2
5
代
天
皇
に
即
位

元
号「
平
成
」始
ま
る

旭
相
互
銀
行
が
普
通
銀
行
の「
南
日

本
銀
行
」と
し
て
ス
タ
ー
ト

鹿
児
島
市
制
施
行
1
0
0
周
年
記
念

博
覧
会「
サ
ザ
ン
ピ
ア
21
」が
開
催

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
世
界
選
手

権
で
伊
藤
み
ど
り
選
手
が
日
本
人

初
優
勝

消
費
税
初
導
入（
税
率
３
％
）

任
天
堂「
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
」発
売

中
国
北
京
・
天
安
門
広
場
、デ
モ
の

群
衆
を
武
力
制
圧

美
空
ひ
ば
り
さ
ん
死
去

第
11
～
13
号
の
三
つ
の
台
風
が
相

次
い
で
襲
来
し
、死
者
29
人
、行
方

不
明
者
2
人

横
綱
千
代
の
富
士
関
が
大
相
撲
界

で
初
め
て
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞

画
家
吉
井
淳
二
さ
ん
が
文
化
勲
章

を
受
賞
。
県
関
係
で
は
４
人
目

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

米
ソ
首
脳
、冷
戦
終
結
を
宣
言

九
州
自
動
車
道（
八
代
Ｉ
Ｃ
～
人
吉

I
C
間
）が
開
通

1123344667911111212

平成 3 年

1991年
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高度な公害防止技術を取り入れ、焼却場で一日に80ｔのご
みを処理することができる「鹿屋市清掃センター」が稼働。
埋め立て容積は150万㎥で30年の埋め立てが可能となりま
した。

「第１回九州地区生涯学習フェスティバル」が開催され、健
康スポーツフェアや産業フェア、まちかどコンサートや映像
コンテストなど多彩な催しが開かれました。

平成 2 年

1990年

平成 3 年

1991年

「鹿屋市清掃センター」「鹿屋市清掃センター」稼働稼働「第 1 回九州地区「第 1 回九州地区
生涯学習フェスティバル」開催生涯学習フェスティバル」開催

◀1990◀1991
平
成
二
年

平
成
三
年

西
郷
隆
盛
と
大
久
保
利
通
を
主
人

公
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
翔

ぶ
が
如
く
」放
映
開
始

第
1
回
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

礼
宮
さ
ま
、紀
子
さ
ま
、結
婚
の
儀

台
風
第
19
号
や
前
線
の
影
響
で
西

日
本
で
は
総
雨
量
が
１
，０
０
０
mm

を
超
え
る
。
死
者
42
人
、行
方
不
明

者
2
人

統
一
ド
イ
ツ
誕
生

Ｔ
Ｂ
Ｓ
記
者
の
秋
山
豊
寛
さ
ん
、日

本
人
初
の
宇
宙
飛
行

11691012

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
鹿
児

島
実
業
高
校
が
県
勢
初
の
準
優
勝

米
軍
主
導
の
多
国
籍
軍
が
イ
ラ
ク

空
襲
、湾
岸
戦
争
開
戦

景
気
が
下
降
局
面
入
り
。
バ
ブ
ル

景
気
が
終
了

長
崎
県
雲
仙
・
普
賢
岳
で
大
規
模
火

砕
流
。
死
者
・
行
方
不
明
者
43
人

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
が
正

式
着
工

ボ
ク
シ
ン
グ
の
辰
吉
丈
一
郎
選
手
が

日
本
最
速
８
戦
目
で
世
界
王
者
に

第
17
～
19
号
の
三
つ
の
台
風
で
死

者
84
人
、行
方
不
明
者
2
人
。
暴
風

に
耐
え
た「
落
ち
な
い
リ
ン
ゴ
」が

受
験
生
用
と
し
て
話
題
に

1136999

「第45回県民体育大会」が鹿屋市を
主会場に肝属郡の各地区で開催され、
肝属地区チームは、柔道、バレーボー
ル（男子）などの種目で優勝し、男
女総合で２位と健闘しました。

平成 3 年

1991年

「「第45回県民体育第45回県民体育
大会大会」開催」開催

年代ごとに見る「平成」の歩み
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旧海軍の興亡の軌跡や戦後の海上自衛隊航空部隊
の歩みなどを伝えることを目的に、「鹿屋航空基地
史料館」がオープンしました。

市街地の混雑を緩和するために工事が進め
られてきた、「国道220号鹿屋バイパス」
が全線開通し、笠之原交差点から白水町一
里山までの10.6㎞が利用できるようにな
りました。

平成 4 年

1992年

平成 5 年

1993年

「鹿屋航空基地史料館」「鹿屋航空基地史料館」
オープンオープン

「国道220号「国道220号
鹿屋バイパス」全線開通鹿屋バイパス」全線開通

◀1992◀1993
平
成
四
年

平
成
五
年

大
相
撲
初
場
所
で
貴
花
田
関（
後
の

横
綱
貴
乃
花
）が
19
歳
５
か
月
の
史

上
最
年
少
優
勝

鹿
児
島
市
の
今
給
黎
教
子
さ
ん
が
ヨ
ッ

ト
単
独
無
寄
港
世
界
一
周
を
達
成

プ
ロ
野
球
広
島
カ
ー
プ
の
北
別
府

学
投
手（
曽
於
市
末
吉
町
出
身
）が

２
０
０
勝
達
成

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
の
女
子
平
泳
ぎ
で

14
歳
の
岩
崎
恭
子
選
手
が
金
メ
ダ
ル

夏
の
甲
子
園
大
会
で
星
稜
高
校
の

松
井
秀
喜
選
手
が
明
徳
義
塾
高
校

戦
で
５
打
席
連
続
敬
遠
さ
れ
る

毛
利
衛
さ
ん
が
日
本
人
で
初
め
て

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
宇
宙
へ

学
校
で
は
第
2
土
曜
日
が
休
業
日

と
な
り
週
5
日
制
が
ス
タ
ー
ト

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
西

鹿
児
島
駅（
現
鹿
児
島
中
央
駅
）の

駅
舎
着
工

ソ
ニ
ー「
ミ
ニ
デ
ィ
ス
ク（
Ｍ
Ｄ
）」発
売

17778991012

天
皇
、皇
后
両
陛
下
、戦
後
初
の
沖

縄
訪
問

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

皇
太
子
さ
ま
、雅
子
さ
ま
、結
婚
の
儀

記
録
的
な
冷
夏
で
米
不
足
。
タ
イ

な
ど
か
ら
緊
急
輸
入
へ

鹿
児
島
市
を
中
心
に「
８・６
水
害
」

な
ど
の
豪
雨
や
台
風
災
害
が
相
次

ぎ
、死
者
は
１
２
０
人
を
超
え
た

北
海
道
南
西
沖
地
震
。
Ｍ
７
．
８
。

死
者
、行
方
不
明
者
２
３
０
人
。
奥

尻
島
は
津
波
で
甚
大
な
被
害

456777

吾平町で、電話の空き時間を利用して情報を流す通信シス
テム「オフトークあいら」が開局しました。

吾平町で吾平町で
オフトーク通信オフトーク通信
サービス開始サービス開始

平成 5 年

1993年

地域福祉の拠点として入浴施設を完備した輝北町総合福祉セン
ター「やすらぎの里」が輝北町上百引に完成しました。

輝北町総合福祉センター輝北町総合福祉センター
「やすらぎの里」オープン「やすらぎの里」オープン

平成 5 年

1993年
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霧島ヶ丘公園ゴーカート場の東側にオープンした「かのやばら園」
には、約1haの敷地に500種6,300株のバラが植栽され、新た
な観光スポットが誕生しました。

観光と物産の拠点づくりを目的に、観光案内や宿泊に関する
総合案内、特産品の展示販売などを行う「鹿屋市観光物産総
合センター」が海上自衛隊鹿屋航空基地近くに完成しました。

鳴之尾牧場への道はくねくねと曲がった見通しの悪い一本道
のため、車を止めてゆっくりと眺めを楽しむ場所もなかった
ことから、４か所の展望所が開設されました。 

中型で非常に強い台風第13号は、薩摩半島から大隅半島を横
断し、送電用の鉄塔が折れるなど各地に甚大な被害をもたら
しました。

平成 5 年

1993年

平成 5 年

1993年

平成 5 年

1993年
平成 5 年

1993年

「かのやばら園」開園「かのやばら園」開園「鹿屋市観光物産総合センター」完成「鹿屋市観光物産総合センター」完成

「鳴之尾牧場展望所」開設「鳴之尾牧場展望所」開設戦後最大級の台風第13号が襲来戦後最大級の台風第13号が襲来

◀1994
平
成
六
年

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ア
メ
リ
カ
大
会
予

選
で
日
本
が
出
場
権
を
逃
す「
ド
ー

ハ
の
悲
劇
」

欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）発
足

日
本
初
の
商
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
サ
ー
ビ
ス
開
始

屋
久
島
が
国
内
初
の
世
界
自
然
遺

産
に
登
録

10111112

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
導
入

な
ど
政
治
改
革
関
連
４
法
が
成
立

純
国
産
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
Ｈ
２
の
１

号
機
を
打
ち
上
げ

鹿
児
島
読
売
テ
レ
ビ
が
開
局
。
県

内
民
放
は
４
局
に

長
野
県
松
本
市
で
サ
リ
ン
が
散
布

さ
れ
、７
人
死
亡

日
本
人
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士
・
向

井
千
秋
さ
ん
宇
宙
へ

牧
園
町
に
県
内
初
と
な
る
音
楽
専

用
の「
霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル（
み

や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
）」開
館

夏
の
甲
子
園
で
、樟
南
高
校
が
準
優
勝

第
1
回
気
象
予
報
士
試
験
の
実
施

関
西
国
際
空
港
が
開
港

史
上
初
の
２
０
０
安
打
を
突
破
し

た
オ
リ
ッ
ク
ス
の
イ
チ
ロ
ー
選
手

が
２
１
０
安
打
ま
で
伸
ば
す

大
江
健
三
郎
氏
、ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

受
賞

「
価
格
破
壊
」「
就
職
氷
河
期
」が
流

行
語
に

ソ
ニ
ー「
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」発
売

12467788910101212

年代ごとに見る「平成」の歩み
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清子内親王殿下（紀宮さま）が「国際青年の
村’94」の開村式と交流会にご出席のためご
来市されました。市内のホテルには紀宮さま
をひと目見ようと多くの市民が詰めかけました。

海上自衛隊鹿屋航空基地開隊40周年を記念
して開催された「エアーメモリアル40イン
かのや」では県内初の航空ショーなどが行
われ、３日間で13万人の観客が訪れました。

市民の健康をサポートする「鹿屋市保健相
談センター」が北田町に完成し、保健事業
の拠点施設として保健と福祉のより密接な
連携が図られるようになりました。

「鹿屋市保健「鹿屋市保健
相談センター」開設相談センター」開設

「エアーメモリアル「エアーメモリアル
40インかのや」開催40インかのや」開催

◀1995◀1996
平
成
七
年

平
成
八
年

阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
兵
庫
県
の
淡

路
島
を
震
源
に
Ｍ
７
．３
の
地
震
。

死
者
６
，４
３
４
人
、行
方
不
明
者

３
人
、負
傷
者
約
４
万
３
，０
０
０

人
。
家
屋
倒
壊
も
相
次
い
だ

東
京
の
地
下
鉄
に
毒
ガ
ス
の
サ
リ

ン
が
ま
か
れ
、13
人
死
亡
、約
６
，

３
０
０
人
重
軽
傷

東
京
・
有
楽
町
に
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ「
か
ご
し
ま
遊
楽
館
」オ
ー

プ
ン

九
州
自
動
車
道（
人
吉
I
C
～
え
び

の
I
C
間
）が
完
成
し
全
線
開
通

大
リ
ー
グ
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
入
り
の
野
茂

英
雄
投
手
が
ナ・リ
ー
グ
新
人
王
に

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
95
」の
日
本
語
版

発
売

13571111

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
鹿
児
島

実
業
高
校
が
全
国
制
覇

羽
生
善
治
棋
士
、王
将
位
を
獲
得
。

史
上
初
の
将
棋
七
冠

鹿
児
島
実
業
高
校
が
春
の
甲
子
園

で
全
国
制
覇

大
阪
府
の
小
学
校
で
Ｏｰ

１
５
７
集

団
食
中
毒

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の
サ
ッ
カ
ー
男

子
で
日
本
が
ブ
ラ
ジ
ル
を
撃
破
す

る「
マ
イ
ア
ミ
の
奇
跡
」

長
嶋
監
督
の
巨
人
が
11
・５
ゲ
ー
ム

差
を
は
ね
返
す「
メ
ー
ク
ド
ラ
マ
」

で
セ・リ
ー
グ
優
勝

新
県
庁
舎
が
落
成

原
爆
ド
ー
ム（
広
島
県
）が
世
界
文

化
遺
産
に
登
録

12477101012

平成 6 年

1994年

平成 6 年

1994年

平成 6 年

1994年

清子内親王殿下清子内親王殿下
（紀宮さま）ご来市（紀宮さま）ご来市
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吾平町上名に「県立大隅広域公園」
の一部が開園しました。これは昭
和63年から工事が進められてき
たもので、約15haの敷地に花の
広場や、木製遊具、体験施設など
大人から子どもまで楽しむことが
できる公園が整備されました。

輝北うわば公園内に「輝北天球館」がオープンしました。館
内には九州一を誇る口径65㎝の反射望遠鏡が設置され、気
軽に天体観測を楽しむことができるようになりました。

「県立大隅広域公園」「県立大隅広域公園」
一部開園一部開園

「あいら木市祭」「あいら木市祭」
初開催初開催

「輝北天球館」オープン「輝北天球館」オープン

◀1997◀1998
平
成
九
年

平
成
十
年

国
産
で
世
界
最
大
の
固
体
燃
料
ロ

ケ
ッ
ト
Ｍ
５
の
1
号
機
を
打
ち
上
げ

消
費
税
が
５
%
に
引
き
上
げ

上
野
原
遺
跡
で
国
内
最
大
規
模
、最

古
級
の
集
落
遺
跡
を
発
掘

出
水
市
針
原
地
区
で
大
規
模
土
石

流
。
死
者
21
人

ダ
イ
ア
ナ
元
英
皇
太
子
妃
が
パ
リ

で
交
通
事
故
死

山
一
證
券
が
自
主
廃
業
決
定

宇
宙
飛
行
士
の
土
井
隆
雄
さ
ん
が

日
本
人
初
の
船
外
作
業
に
成
功

地
球
温
暖
化
防
止
の
京
都
議
定
書

採
択

ト
ヨ
タ
自
動
車「
プ
リ
ウ
ス
」発
売

2457811111112

長
野
五
輪
で
日
本
は
金
５
個
を
含

む
10
個
の
メ
ダ
ル
獲
得

薩
摩
焼
発
祥
４
０
０
年
。
県
内
で

日
韓
交
流
イ
ベ
ン
ト

若
乃
花
関
の
昇
進
で
貴
乃
花
関
と

の
史
上
初
の
兄
弟
横
綱
が
誕
生

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
フ
ラ
ン
ス
大
会
に

日
本
男
子
初
出
場

甲
子
園
で
横
浜
高
校
が
春
夏
連
覇
。

決
勝
で
松
坂
大
輔
投
手
が
無
安
打

無
得
点
試
合
を
達
成

北
朝
鮮
が
テ
ポ
ド
ン
発
射

鹿
児
島
市
と
東
市
来
町
で
日
韓
閣

僚
懇
談
会

日
米
露
や
欧
州
な
ど
が
参
加
し
て

建
設
す
る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
建
設
開
始

陸
上
自
衛
隊
の
霧
島
演
習
場（
え
び

の
市
、吉
松
町
）な
ど
で
初
の
日
米

共
同
訓
練

235688111111

平成 6 年

1994年

平成 7 年

1995年

年代ごとに見る「平成」の歩み

吾平町商工会が初めて取り組んだ「あいら木市祭」が、吾平町
振興会館前の通りを中心に開催されました。木市には、苗木や盆栽、
庭木、陶器などが販売され多くの買い物客でにぎわいました。

平成 7 年

1995年

旧鹿屋市水道局と旧笠之原水道企業団が合併し、約33,000
戸に給水を行う「鹿屋串良水道企業団」として新しく生ま
れ変わりました。

「鹿屋串良水道企業団」業務開始「鹿屋串良水道企業団」業務開始

平成 7 年

1995年
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市街地を流れる肝属川の洪水対策として建設が進められていた
河川バイパス「鹿屋分水路」が12年の歳月を経て完成し、平成
12年には周辺整備を含めた鹿屋分水路事業が完了しました。

外周204ｍの流水プールや大小２つのウォータースライダーな
どが設置された「アクアゾーンくしら」が平和公園内にオープ
ンしました。

地域の交流拠点として、入浴施設や宿泊施設、トレーニング
ルーム、レストラン等が完備された「湯遊ランドあいら」が
吾平町麓にオープンしました。

輝北町で、電話回線の空き時間を利用してお知らせや緊急
放送、地域内放送を行うオフトーク通信システム「ときめ
きチャンネル」が開局しました。

「鹿屋分水路」に通水「鹿屋分水路」に通水

「アクアゾーンくしら」「アクアゾーンくしら」
オープンオープン

「湯遊ランドあいら」オープン「湯遊ランドあいら」オープン

輝北町でオフトーク通信サービス開始輝北町でオフトーク通信サービス開始

平成 8 年

1996年

平成 8 年

1996年

平成10年

1998年

平成10年

1998年

吾平町の中尾地下式横穴墓から長さ93㎝の直刀が出土した
ほか、銅製の柄

つかがしら

頭と鍔
つば

がついた長さ49cmの円頭太刀と銅
製の鈴が県内で初めて発見されました。

中尾地下式横穴墓から中尾地下式横穴墓から
円頭太刀・鈴が出土円頭太刀・鈴が出土

平成 9 年

1997年



全
員
が
運
営
主
体
と
な
る
よ
う
ど
こ

か
の
運
営
員
に
な
り
、
町
内
会
全
員

で
運
営
を
行
う
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

　

人
財
の
次
は
財
務
力
。
自
主
財
源

が
な
い
と
行
動
が
で
き
ま
せ
ん
。
１

人
の
意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
議
論

を
重
ね
、
さ
つ
ま
い
も
の
販
売
、
焼

酎
の
製
作
の
事
業
を
進
め
、
自
主
財

源
の
確
保
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
づ

く
り
は
最
低
10
年
、「
感
動
の
政
策
論

と
３
３
３
１
の
方
程
式
」
だ
と
思
い

ま
す
。
期
待
の
３
割
、
義
理
の
３
割
、

無
関
心
の
３
割
、
反
目
者
１
割
。
中

で
も
全
体
の
４
割
を
占
め
る
無
関
心
・

反
目
者
の
人
た
ち
が
納
得
す
る
よ
う

に
交
流
を
重
ね
る
こ
と
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。
同
時
に
、
子
ど
も
に
も
役

割
を
与
え
、
家
族
単
位
で
町
内
会
活

動
に
関
わ
り
が
増
え
る
こ
と
で
、
徐
々

に
交
流
人
口
が
増
え
町
内
会
が
ま
と

ま
っ
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

長
年
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、

地
域
の
出
身
者
が
大
人
に
な
っ
て
か

ら
子
育
て
の
た
め
に
Ｕ
タ
ー
ン
で
帰
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
は
若

い
世
代
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
帰
っ

て
き
た
か
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
せ
る

地
域
に
も
っ
と
発
展
さ
せ
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
「
企
画
力
、
演
出
力
、

財
務
力
」
に
優
れ
た
汗
で
語
る
政
策

が
必
要
で
す
。
地
域
先
人
の
偉
業
を

敬
い
、
次
世
代
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
養

成
に
力
を
注
ぎ
な
が
ら
持
続
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
の
き
っ
か
け
は
35
歳

の
頃
、
当
時
地
域
を
い
か
に
盛
り
上

げ
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
を
も
と
に
串

良
町
の
７
地
区
で
公
民
館
の
開
設
に

携
わ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
際
、

公
民
館
長
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話

を
受
け
、
会
社
経
営
を
し
な
が
ら
地

区
の
公
民
館
長
と
し
て
企
画
運
営
に

携
わ
り
ま
し
た
。

　

最
大
の
転
機
は
平
成
７
年
の
町
内

会
長
の
選
出
で
し
た
。
上
小
原
校
区

内
で
の
通
達
業
務
の
多
さ
や
頻
繁
な

有
線
放
送
の
負
担
、
仕
事
量
の
わ
り

に
少
な
い
手
当
で
ほ
ぼ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
状
況
な
ど
、
引
き
受
け
る

に
は
や
や
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
で

す
が
、
も
と
も
と
上
小
原
中
学
校
バ

レ
ー
部
の
顧
問
を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
支
援
者
が
い
た
の
か
、
通
常
の

町
内
会
長
の
選
出
は
推
薦
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か
こ
の
時
ば
か

り
は
役
員
改
選
投
票
で
押
さ
れ
る
よ

う
な
形
で
90
％
の
得
票
率
に
よ
り
選

出
。
思
わ
ず
口
を
つ
い
て
「
３
年
間

任
せ
て
く
れ
た
ら
引
き
受
け
ま
す
」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
「
１
人
で
す
る
な
、

１
０
０
人
で
し
ろ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

町
内
会
の
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
集
落
が
団

結
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
が
先
頭
に
立
っ
て
動
き
、
知
恵

を
絞
っ
て
一
緒
に
汗
を
流
す
方
法
を

考
え
て
実
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

集
落
の
人
を
組
織
運
営
に
関
わ
ら
せ

る
た
め
、
作
業
部
会
を
作
り
、
集
落

豊
と よ

重
し げ

哲
て つ

郎
ろ う

さん柳谷町内会長
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InterviewInterview インタビュー

年代ごとに見る「平成」の歩み

地域住民主体の地域住民主体の
「むら」おこしに取り組む「むら」おこしに取り組む


